
令和４年度

（様式２）

「運営に関する計画」

目標別シート

令和４年４月

大阪市立大隅西小学校



 (様式２)

学期

担当 進捗状況
（A～D）

年度目標の達成状
況や取組の進捗状
況の結果と分析

今後への改善
点

進捗状況
（A～D）

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

生指 1
・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ
と思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を95％以
上にする。（昨年度全国学力状況調査６年生のみ97.5％）

生指 2 ・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。

生指 3

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。
※ 前年度不登校であった児童のうち不登校の状態が解消された、または不登校状態であっても次の１～３に該当
しているなど、総合的な判断により不登校の状態が改善されたとする人数を把握
※ 改善とは、次の状態の場合をいう。（複数に該当する場合は、最も顕著な項目を選択する。）
１ 出席日数の増（学校内外でＩＣＴ等を活用した学習活動をすることによる出席認定含む）
２ ＩＣＴの活用による、本人・保護者と学校がつながる回数が増えた。
３ 養護教諭、スクールカウンセラー、教育支援センターなど学校内外の専門的な指導・相談に
   つながるようになった。または、継続してつながるようになった。

生指 ❶ 年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消した割合を１００％にする。 学校で認知したいじめを100％解消した。解消した割合を95％以上にするという目
標を達成することができた。

本年度の取組を継続して進める。

生指 ❷
小学校学力経年調査、学校アンケートにおける「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当て
はまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を昨年度90％以上にする。

「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答えた児童の割合は92.5％（学校アンケー
ト）を超えた。90％以上にするという目標を達成することができた。 本年度の取組を継続して進める。

教務 1
小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする
ことができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を４０％以上にする。（昨年度
32.4％）

令和３年度の小学校学力経年調査・校内調査における「学級の友達との間で話し合
う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に
対して、肯定的に回答する児童（生徒）の割合は△７１．４　％で、前年度より
２．８％　増加した。

学力 2
小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的に比較し、い
ずれの学年も前年度より２ポイント向上させる。

標準化得点は、▼99.05　であった。前年度の９９．６　を　0.55　ポイン
ト下回ったので、個に応じた指導や話し合い活動の充実や指導の改善を
し、来年度上回れるようにしたい。

英語 3
小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を
45％以上にする。（昨年度39％）

体育 4
小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も
肯定的な「好き」と回答する児童の割合を55％以上にする。（昨年度４６％）

学力 ❶
小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も
前年度より0.5ポイント減少させる。

正答率が市平均の７割に満たない児童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年
も前年度より０．５ポイント減少させるという目標に対して、
現4年生　Ｒ２…１１．１％　　→Ｒ３…　▼２０．７%
現5年生　Ｒ２…３１．３％　　→Ｒ３…　△　６．７%
現6年生　Ｒ２…１３．２％　　→Ｒ３…　▼１５．８%

学力 ❷
小学校学力経年調査における正答率が市平均を２割以上上回る児童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年も
0.5ポイント増加させる。

正答率が市平均を２割以上上回る児童の割合を同一母集団で比較し、いずれの学年
も前年度より０．５ポイント増加させるという目標に対して、
現4年生　Ｒ２…２９．６％
→R３…　▼１３．８％
現5年生　Ｒ２…１８．８％
→R３…　△２６．７％
現6年生　Ｒ２…１８．４％
→R３…　＝１８．４％

体育 ❸
今年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査において、特に課題である（反復横跳び、20ｍシャトルラン、立ち幅
跳び）の平均の記録を、前年度より０．５ポイント向上させる。

特に課題である反復横とび・20ⅿシャトルラン、立ち幅とびの平均記録は（反復横とび）男子R2　35.16→
Ｒ３　△33.37・女子R2→32.47　Ｒ３→▼30.47
（20MシャトルＲ）男子R2　30.25→R3△43.96・女子R2　27.17→Ｒ３△31.19
（立幅とび）　　男子R2　153.33→R3▼149.1・　女子R2　140.88→R3▼130.74
となり、前年度より０．５ポイント上回る目標に対して、種目により△増加・▼減少がみられるが、特に立
幅とびは男女とも減少▼した結果となった。

【　全市共通目標（小・中学校）　】

【　学校の年度目標　】

大阪市立大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

年度目標
【３つの最重要目標】　目標１　安全・安心な教育の推進

【　全市共通目標（小・中学校）　】
１学期 ２学期 ３学期

項目

【３つの最重要目標】　目標２　未来を切り拓く学力・体力の向上

【　学校の年度目標　】



学期

担当 進捗状況
（A～D）

年度目標の達成状
況や取組の進捗状
況の結果と分析

今後への改善
点

進捗状況
（A～D）

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

ＩＣＴ 1

①ＩＣＴの活用に関する目標を設定する。
②デジタル教材を活用した学習を週１回実施する。
③学習者用端末を活用した家庭学習を学期に１回程度実施する。
④協働学習支援ツールを用いた学習を月１回程度実施する。

管理 2

①教職員の働き方改革に関する目標を設定する。
②年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を２０％以上にする。
③ゆとりの日を月に１回設定・実施する。
④「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を
　満たす教員の割合を２０％以上にする。

ＩＣＴ ❶ ＩＣＴを活用した授業を週に３回以上行う
管理 ❷ 始業式、終業式の実施日の弾力的運用を行う

担当

教務 ❶
「全ての子どもの学びを保障し、生きる力を育む」
学力経年調査の「活用」における同一母集団での正答率を、前年度より向上させる。

教務 ❷
「インクルーシブ教育」の推進
児童アンケート（児童）：「学校で楽しく生活できていますか」の項目の肯定的回答を９０％以上にする。（昨年
度89.7％）

学期

１年 ❶ みんななかよく楽しくすごす。

２年 ❷ 誰にでも親切にしよう。

３年 ❸ お互いのよさやちがいを認め合い助け合うことができる。

４年 ❹ 声の掛け合いであたたかい学年をつくる。

５年 ❺ 責任感をもって行動する。

６年 ❻ 最高学年として自覚をもって行動する。

個別 ❼ 「合理的配慮」を取り入れた学校生活および学習の支援

【　学校の年度目標　】

１学期 ２学期 ３学期

【その他】
（１）　令和４年度　大隅西小学校　教育目標について

（２）　各学年等の目標と総括

項目

項目

【３つの最重要目標】　目標３　学びを支える教育環境
【　全市共通目標（小・中学校）　】

１学期 ２学期 ３学期



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

生
指
1

◎いじめへの対応
①児童情報連絡会を実施し、児
童情報の共有化を行い、全教職
員が連携して対応に努める。
②いじめ防止アンケートを実施
し、分析結果を教職員全体でで
共有する。

①月に１回以上、児童情報連絡会を
実施する。
②年３回、いじめ防止アンケートを
実施する。

生
指
2

◎不登校への対応
①関係諸機関と協働し、児童生
徒が落ち着いて学習に取り組む
ことができる環境を整備する。
②専門家からの助言をもとに適
切な支援を実施し、指導助言を
通した生活指導体制の確立・強
化を目指す。
③一人でも多くの児童が学校に
行くのは楽しいと思えるように
取り組む。

①関係諸機関等と連携する。
②前年度の不登校児童（年間３０日
以上欠席）の出席日数を増加させる
ため、家庭や児童への支援を行う。
③全国学力・学習状況調査「学校に
行くのは楽しいと思いますか」に対
して、肯定的に回答する児童生徒の
割合を９０％以上にする

生
指
3 問題行動への対応

学校安心ルールの配布と指導を年間
１回以上行う。関係諸機関との連携
を密接に行う

生指 4 児童虐待等への対応
①こどもサポートネットの実施
②スクールソーシャルワーカーと連
携

生
指
5 防災・減災教育の推進

①年間３回以上の避難訓練を実施す
る。（火災、津波、地震）
②学校だよりやはぐくみネット機関
紙、学校ホームページ等で学校での
安全教育の取り組みの様子を年間3回
以上知らせる。
③地域との連携を含めて年間１回以
上、防災訓練を実施する。

生
指 6 安全教育の推進

①きまりを守ろう週間を学期に1回行
い、児童の意識付けをさせる。
②安全マップを作成する
③ＳＮＳ等に関する安全指導を行う

取組内容

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）

最重要目標１ 安全・安心な教育の推進
【基本的な方向　①　 安全・安心な教育環境の実現　】

１学期 ３学期２学期

評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

道
徳

1

道徳教育の推進
ゲストティーチャー派遣事業により、「子ども
の情報モラル」の教育事業を実施し、自分や他
者の価値を尊重し、高い自尊感情を育成する。

①4、5、6年生を対象に、それぞれの事
業を実施する。
②学校アンケートにおける「自分には
得意なことがありますか。」の項目に
ついて、肯定的回答をする児童の割合
を88％以上にする。（昨年度87.5％）

教務 2 キャリア教育の充実 職業講話などを実施する。

人
権

3

人権を尊重する教育の推進
ESD教育を踏まえた人権教育の計画的・系統的な
推進

「学校園における人権教育・啓発推進
計画」の作成と実践

個
別

4
インクルーシブ教育の推進
共に学び、共に育ち、共に生きる教育の推進

①自立し、主体的に社会参加できる力
を養う
②個別の教育支援計画及び個別の指導
計画の作成と活用

外
担

5 多文化共生教育の推進

①日本の文化や伝統についての体験的
な学習の推進
②日本語指導の保障、母語・母文化の
保障

生
活

❻

仲間づくり・集団育成を推進する。
縦割り活動や異学年との交流を通して、互いに
助け合う集団を育むことと低学年の児童は高学
年を見習い、目標を持って高学年になる集団を
育成する。

①「縦割り活動」等による集会活動を
定期的に実施し、異学年との交流を通
して互いに助け合う集団を育成する。
②児童会の児童によるあいさつの声掛
けを年間3回以上実施する。
③あいさつがんばりカードの全校の達
成率を85％以上にする。

総
務

❼ 校内美化と健康管理の推進 日々の清掃活動を通して学習環境の整
備を行や健康管理を行う。

取組内容

最重要目標１ 安全・安心な教育の推進

【基本的な方向　②　 豊かな心の育成　】

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

１学期 ２学期 ３学期



（様式２）

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

教
務

1

◎言語活動・理数教育の充実
・問題を読み解く「読解
力」、自分の考えを形成する
「思考力」、自分の考えを表
現する「表現力」等の課題に
係る重点指導ポイントについ
ての指導資料を作成

各教科等の学習を支える言語
能力を計画的系統的に育成す
る。（総合的読解力育成カリ
キュラムを３年生以上で毎週
１時限以上授業として実施す
ることを検討する。）

教
務

2

◎「主体的・対話的で深い学
び」の推進
「知識及び技能」「思考力・
判断力・表現力等」「学びに
向かう力、人間性等」の３つ
の柱として整理された資質・
能力を各教科においてバラン

児童アンケートで「授業中に
わからないときは、先生やと
もだちに『教えて』と訊くこ
とはできていますか？」の項
目の肯定的回答を７５％以上
にする。

英
語

3

◎英語教育の強化
児童生徒の豊かな語学力・コ
ミュニケーション能力等を育
成するために、「小学校低学
年からの英語教育」を実施

全学年週２回英語モジュール
タイムの定着を図る。

学
力

4

全市共通テスト等の実施と分
析・活用

児童生徒一人一人の学習理解
度及び学習状況等のデータを
客観的・経年的に把握・分析
する研修会を行う

１学期 ２学期 ３学期

取組内容

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

最重要目標２　未来を切り拓く学力・体力の向上
【基本的な方向　④　  誰一人取り残さない学力の向上　】



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

体
育

1

◎体力・運動能力向上のための取
組の推進

全国体力調査で「運動が好きで
すか」という質問に対し、最も
肯定的な好きと回答する児童の
割合を５５％以上にする（昨年
度51.6％）

栄
養

2
健康教育・食育の推進

①給食だよりを毎月発行
②児童アンケートの「朝食を毎
日食べる」の肯定的回答を９
０％以上にする。

※新型コロナウイルスの感染症の感染拡大防止対策に伴って、可能な範囲で行います。

１学期 ２学期 ３学期

取組内容

最重要目標２　未来を切り拓くための学力・体力の向上

【基本的な方向　⑤　   健やかな体の育成　】

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

Ｉ
Ｃ
Ｔ

1

ＩＣＴを活用した教育の推進
全ての児童生徒の可能性を引き出
す、個別最適な学びと、協働的な
学びを実現するため、ＩＣＴを効
果的に活用し、これまでの実践と
ＩＣＴを最適に組み合わせること
により、教育の質の向上をめざす

ひとり１台タブレットを使用し
て、授業の深化充実、いじめ防
止などに活用する。

教
務

2
データ等の根拠に基づく施策の推
進（教育ビッグデータの活用等）

・全国学力・学習状況調査
・大阪市小学校学力経年調査
・小学生すくすくウォッチの結
果データの活用及び分析
・全国体力・運動能力、運動習
慣等調査の結果データの活用及
び分析
・「心の天気」「いじめアン
ケート」等のデータの活用及び
分析

１学期 ２学期 ３学期

取組内容

※新型コロナウイルスの感染症の感染拡大防止対策に伴って、可能な範囲で行います。

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実

【基本的な方向　⑥　教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進施策　】



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

管
理

1 ◎働き方改革の推進

①校務支援システムのグルー
プウェア機能活用等を通じた
ＩＣＴの活用による学校経営
の効率化を進める
②夏季休業中等の学校閉庁日
の設定、始業式、終業式の弾
力的運用の活用

管理 2 ◎教員の資質向上・人材の確保 質の高い研修に参加する
管
理

3
カリキュラム・マネジメントの推
進

校長経営戦略予算の活用など
を行う

取組内容

※新型コロナウイルスの感染症の感染拡大防止対策に伴って、可能な範囲で行います。

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実

【基本的な方向　⑦　人材の確保・育成としなやかな組織づくり】

１学期 ２学期 ３学期



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

教
務

1
「大阪市子ども読書活動推進計
画」に基づいた取組

①全学テの「学校の授業時間以
外に、月曜日から金曜日、１日
当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（教科書や参考書、
漫画や雑誌は除く）」に対し
て、「読書を全くしない」と回
答する児童生徒の割合を25％以
下にする。（昨年度32.5％）
②大阪市小学校学力経年調査
「読書は好きですか」に対し
て、肯定的に回答する児童の割
合90％以上にする。（昨年度
83.7％）

教
務

2 学校図書館の活性化

大阪市小学校学力経年調査で
「学校図書館やその蔵書を活用
した授業を計画的に行いました
か」に対して、「週に１回程
度、または、それ以上行った」
又は「月に数回程度行った」と
回答する学級担任の割合を75％
以上にする。

１学期 ２学期 ３学期

取組内容

※新型コロナウイルスの感染症の感染拡大防止対策に伴って、可能な範囲で行います。

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実

【基本的な方向　⑧　生涯学習の支援　】



 (様式２)

学
期
担
当

指標 達成状況
（A～D）

年度目標の達成状況や
取組の進捗状況の結果と分析 今後への改善点 達成状況

（A～D）
年度目標の達成状況や

取組の進捗状況の結果と分析 次年度への改善点

教
務

1 教育コミュニティづくりの推進

学校園の運営に対し、保護者や
地域住民の参加を促進するよう
な制度の構築及び運営並びに学
校園の積極的な情報発信による
開かれた学校づくりの取組を行
う

管
理

2 地域学校協働活動の推進

全国学力・学習状況調査で「地
域学校協働本部やコミュニ
ティ・スクールなどの仕組みを
生かして、学校の美化、登下校
の見守り、学習・部活動支援、
放課後支援、学校行事の運営な
ど、保護者や地域の人との協働
による活動を行いましたか」に
対して、肯定的に回答する。

※新型コロナウイルスの感染症の感染拡大防止対策に伴って、可能な範囲で行います。

１学期 ２学期 ３学期

取組内容

大阪市立　大隅西小学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価　　（　様式２　目標別シート　）
評価基準　Ａ：目標を上回って進捗している  Ｂ：目標どおりに進捗している  Ｃ：取り組んだが目標通りに進捗できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めなかった

最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実

【基本的な方向　⑨　家庭・地域等と連携・協働した教育の推進　】


